















体は輪 6個，あるいは，輪 3個とボール 3個のように手具をミックスして使用することもある。
この種目決定は， F．I.G.（国際体操連盟）の中の技術会議で決められる。手具という点に着目
し，ボール 6個で行われた第 4回世界選手権大会の日本とブルガリアチームを比較する。また，

















①徒手要素については， J. (Jumps 跳躍）， S.(Steps 各種の歩，走）， B.(Balances 
平均）， P,(Pivots 回転）， F.(Flexibitities 柔軟）の 5つに分類する。
②手具要素については，手具の特徴的要素について分類する。
2. 第 5回世界選手権大会，及び第13回世界選手権大会の場合






































表 1 1973年度版， 1989年度版の採点規則の比較
1973年度版 1989年度版
1.難度要素 構成の技術価値｝






l. 独創性 最高 0.3 2. リスク 最高 0.2







合 計 10.00 
時
3分～ 3分 30秒 2分～ 2分 30秒
間
難 高級難度 2個 高級難度 4個
度




















な わ 輪 ボー Iレ こん捧 リボ‘ノ
各種の歩，走，
高級ジャソプ 高級要 柔軟 高級ジャソプ 1回 1回
高級バランス 高級バラ‘ノス ピボット
素 2種類の違うジャソプ 2種類の違 2種類のバ 2種類のバ その他 2種
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図2 1989年第13回世界選手権大会の徒手要素の割合
表2 第 4回世界選手権大会プルガリア，日本及び第 5回大会日本チーム徒手要素
＼ 徒手の種類 第4回ブルガリア 第 4回日本 第 5回日本 第13回ブルガリア 第13回日本








ゑ フォローステップ 3 7 13 6 6 
ツ
その他のステップ 4 3 3 11 5 プ
ヽ 合計数（割合） 10 (29%) 13 (30%) 22(55%) 17(32%) 13(34%) 
カッ トジャソプ 1 
゜
2 5 ， 








開脚ジャ ソプ 2 5 1 
゜
1 ；ヽ
連統ジャ ソプ 1 6 4 6 3 
＼ 
計 数 6(20%) 13(30%) 9 (25%) 14 (26%) 16 (31%) 合
ヘ菜p ノ
片足 1回転 (360") 3 
゜
1 5 3 
両足 1回転 (36011) 3 
゜
3 2 1 
2回転 (72011)
゜ ゜
1 2 1 
卜 合 計 数 6 (20%) 
゜
5 (12.5%) 9(9%) 5(12%) 
： 両足つま先立ち
2 
゜ ゜ ゜ ゜片足立ち 2 4 1 1 5 片足つま先立ち 1 1 1 8 
゜合計数 5(17%) 5(17%) 2(5%) 9(9%) 5(12%) F 中級難度（水平まで） 2 2 1 2 
゜ヘ喜高級難度（水平以下） ゜ ゜
1 1 2 
合計数 2(6%) 2(6%) 2(5%) 3 (5%) 2(4%) 
が少なく，柔軟性に欠けること，また組み合わせた複雑なジャンプが少なく，単純な構成であ





第 4回，第 5回大会では，採点規則に示されていないので，日本は第 4回大会はゼロである。
ブルガリアは 6回もあり，規則にないとはいえ，徒手の要素の豊富なことがわかる。これが第

































































ボール 輪 ボール 手目 i合ブルガリア 日本
日 本 ブルガリア 日本 要素 ブルガリア 日本
喜
， 6 19 
胄
10 ， 21 
昇
， 5 
(21%) (21%) (55%) (31%) (27%) (47%) (25%) (16%) 
つ 11 ， 3 ［ 10 7 6 t 10 8 き (28%) (32%) (8%) (31%) (21%) (15%) (27%) (26%) 
こが 4 4 2 こが 4 12 10 こが 5 5 
ろし (10%) (14%) (5%) ろし (10%) (36%) (22%) ろし (13%) (16%) 
他嘉
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